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 Seeing is believing? Experience matters? 
1・7組副担任 関根真穂 

 待ちに待った修学旅行！久しぶりの遠出という人も

多いですよね。自分たちで考えた班別研修や奈良京都、

USJ…大いに楽し(学)んできましょう！ 

いわきに来て 4 年経ちますが、地元とは異なる方言

や習慣(掃除の膝あて)、食事(ツナごはん&しそ餃子!お

いしい!)など、今でも時折ある新鮮な出会いを楽しみ

ながら生活しています。県南→いわきでもこうなので、

関西という遠い地域にはもっと大きな出会いが隠れて

いるかもしれません。せっかくの機会、現地の日常や流

れる空気感に少し目を向けてみるのもおすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日㈫ ふくしま教育週間 

授業研究会 

考査予告 

４日㈮ 後期生徒総会 

８日㈫～10 日㈭ 後期中間考査 

11 日㈮ 防火避難訓練 

12 日㈯ 休日課外 

21 日㈪ 修学旅行結団式 

22 日㈫～25日㈮ 修学旅行  

28 日㈪ 代休 

  

東北大学出前考査（10 月 6 日） 

８講座に分けて 90 分の講義を受けました。 

①文学部「社会を見る面白さと難しさ」    ②法学部「ホームレスと住所」 

③理学部「理学部理学研究科紹介（化学専攻）」④医学部医学科「脳の構造と病気」 

⑤医学部保健学科「在宅で看護するとは――病とともに地域で生活する人を支える」 

⑥薬学部「薬学部について」 

⑦工学部「建築デザインと建築・空間をつくるということ」 

⑧農学部「生きた試験管（酵母を使ったアルツハイマー病の研究）」 

 オンラインと対面がありましたが、大学の充実した施設や社会と 

密接につながっていると実感できる研究内容に、学問の身近さ 

奥深さを実感する生徒が多かったようです。 

 

 初めて全校生徒がに会したグラウンドでの開会式のあと、各会場ではクラス応援グッズで団結力

を深めた選手たちが、勝利を目指して頑張りました。教室では表れないクラスメイトの活躍シーンが

随所に見られました。                           

                                      ←7 組バスケ 
 
 
 
 

開会式→ 
                       

 
種目別の優勝は次の通りです。  

 

 

３組卓球↓

 

4 組リレー↓ 

 

感染対策・

体調管理の 

徹底を！  
（家庭内でも） 

サッカー2 組 バスケ 4 組 

バレー6 組 卓球 3 組 リレー4 組 


